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永 田 陽 一-
本研究で扱うのは絶対零度の高密度物質であり,圧力の上昇に伴い電子が原子核から次々に
はじきとられていく状態である｡この状態を扱う理論として,今回統計的モデルのうちの
¶10maS_Fermi_Dirac(T.F.D.)と呼ばれるものを選んだ｡統計的モデルは,電子の波動関数を
求めることなく電子密度分布が決まるため,他の方法に比べ計算が容易で速いという特徴があ
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